
単 位 数 3 科 2 年
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※表中の◎は観点の中でより重視するところです。

森林総合単位

副 教 材 等

○　授業では毎時間板書内容をノート、またはプリントに書き写してもらいますので、ノートを準備しておい
てください。
○　ノート、またはプリントを提出してもらうことがあります。欠席した場合には、休んだ分の内容を提出日ま
でに書き写すようにしてください。
○　コンパス測量、毎木調査のまとめとして「森林簿」を提出してもらいます。きれいに仕上げて期限まで
に提出してください。
○　教科書は３年間にわたって使用します。
○　定期試験前に補習を行う場合があります。

科 目 名

使 用 教 科 書

学 習 目 標

学 習 評 価

　森林経営（実教出版）

①知識・技術

森林経営

農業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し て，森林経営に必要な
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）森林経営について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付 けるようにする。
（2）森林経営に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理的 かつ創造的に解
決する力を養う。
（3）森林経営について持続的な経営発展へ向けて自ら学び，農業の振興や社会貢献 について主体
的かつ協働的に取り組む態度を養う。

○　次の三つの観点に基づき、学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに下の評価規準により
評価を行い、学年末に５段階の評定に総括します。

学 科 ･ 学年

世界と日本の森林・林業、森林の測定と評価、森林経
営の目標と組織と評価について自ら学び，主体的かつ
協働的に取り組むこと。

確認テスト・定期考査

評価方法＼観点

学習状況観察

履 修 上
の 注 意

ペーパーテスト

ノート・配付プリント

②思考・判断・表現

③主体的に学習に取り組
む態度

世界と日本の森林・林業、森林の測定と評価、森林経
営の目標と組織について理解するとともに，関連する技
術を身に付けるこ と。

世界と日本の森林・林業、森林の測定と評価、森林経
営の目標と組織に関する課題を発見し，科学的な根拠
に基づいて創造的に 解決すること。



学
期

時
数

17

15

105

・GISや空中写真・衛星リ
モートセンシングなどを用い
た最新の森林評価について
学習します。また、それらの
技術が災害発生時や森林
資源調査に活用されている
ことを学びます。

　　１　直径の測定

　第１　森林の大きさの調査
　

第３章　森林の測定と評価
第１節　森林の測定
※コンパス測量による林分平面図の製図（4月演習
林実習の続き)

　5)　樹幹解析の材積の計算

年間を通じて次の学習活動を行
います。

【学習状況の観察】
授業展開の中で、その時々の学
習目標に対応した発言、また、
技術を習得しようとする積極的な
態度が見られるか。

【提出物】
ノートが毎回きちんと整理して書
かれているか。また、プリントなど
の提出物が期日までに提出され
ているか。

【定期考査】
指定された範囲の学習を自らが
行うことができたか。また、授業
内容を正確に理解し、知識とし
て身についているか。

【その他】
出席状況などを総合的に判断
する。

8

・毎木調査や樹幹解析の結
果をもとに、現在の立木材
積の把握や成長量の予測
し、今後の管理に必要な知
識を身につけます。

　2)　全林毎木法
　1)　林分調査の種類
　　４　森林資源の調査（方法）

　　４　森林資源の調査（概要）

　　３　材積の測定

　3)　直径及び樹高総括表の作成
　2)　円板の調査
　1)　調査木の伐採と円板の採取
　　３　樹幹解析

　第２　森林の年齢と成長量の調査　
　　５　立木位置の調査
　6)　ポイント法
　5)　標準地調査法
　4)　標準地法
　3)　標準木法

　　１　年齢の測定法

3
学
期

学習内容

第３節　リモートセンシングの利用
　第５　森林のゾーニングとGISの利用

　第１　空中写真による森林調査
第２節　リモートセンシングの利用
　　２　森林資源調査の役割
　　１　森林経営への利用
　第３　森林の測定の利用と役割

　　２　樹高の測定

　2)　林分密度管理図

　1)　林分収穫表

16

20

14

15

４　森林の成長量の予測

※毎木調査及び樹幹解析の野帳・製図作成（10月
演習林実習内業の続き)

　4)　樹幹解析図の作成

　　２　森林の成長量

・演習林実習のデータを使
い、各班で調査した林分の
平面図の仕上げを行いま
す。

・樹木の測定方法について
理解します。
・毎木調査の目的を理解し、
その方法を学びます。

・様々な測定方法があること
を知り、その時々に応じて適
切な方法を考えます。
・全林毎木法が実践できるよ
うにその手順を理解します。

・年齢の測定方法を知り、実
践できるようにします。
・森林の成長量について理
解し、各種計算で出した
データを元に年齢ごとの成
長をグラフに表します。グラ
フにすることで成長の善し悪
しが一目で分かり、森林の
状況をとらえることができま
す。
・樹幹解析が実践できるよう
にその手順を理解します。

２
学
期

学 習 の ね ら い

1
学
期

学 習 活 動 （ 評 価 方 法 ）


